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Mt.NantaiinNikko,TochigiPref.hasbeenfamousforbeinganobjectoffaithsincebefore

Naraperiod.Onthebasisofthisfaith,theNikkoShugendo-areligiousbody,whoseactivity

wastotakeasceticexcerciseonlyinmountains-wasorganisedinKamakuraperiod.Shugendo

isareligionpeculiartoJapan,whichisfoundedonBuddhism,Taoismandotherthoughts.

TheNikkoShugendosoughtitsorigintoSt.ShodowhowasthefirstBuddhistclimbedto

thetopofMt・NantaiinNaraperiod,anditlaiddownthewayofexercisesormannersbased

onSt.Shodo'sbiography"HodarasanKonryuuShugyoNikki".

AlthoughitisrecordedthatthisbiographywaswritteninearlytimeofHeianperiod,it

.waswritteninKamakuraperiodinfactandalotofincorrectnessaboutSt.Shodo'scareeror

behaviorwastold・Thereforeitistotallyuselessasahistoricalrecord.

Mystudy,doesnotshowtheproofofincorrectness,butmentionsthereasonwhythisbio-

graphywasneededinKamakuraperiod.Bystudiedactualwayofexercisinmountainsand

St.Shodo'sreallife,Iconcludedthatthebiographyhadbeenwrittenasaprinciplefororga-

nizingNikkoShugendoasareligiousbody,andforthatsomeuntruthswererequired.

はじめに

観光地として内外に知られる日光は，古代から

の信仰の山である男体山の山岳信仰を基盤に発展

してきたもので，長い信仰の歴史をもち，一山は

盛衰を重ねて今日に至った。男体山は仏教渡来以

前から信仰の山であり，奈良時代には補陀洛観音
ふだらさん

浄土に擬せられて補陀洛山と呼ばれていた。「延

喜式」「神祇十・神名下」には二荒山，『廻国雑
1）

記」には黒髪山とある。標高2,484.4雨の成層火

山で，日光山地の主峰である。古代には下野一国

を表象する山であり，この山を神体山として記る

こ荒山神社は下野国唯一の式内大社として幾たびの

進階叙勲を受けた。男体山は東国有数の霊山とし

て厚く信仰され，関東鎮護の山として鎌倉幕府・

江戸幕府から尊崇を受けた。日光の地に徳川家康

の霊廟である東照宮が造営されたのも，死後なお

東辺を守ろうとした家康の遺言によるものとされ

る。日光の歴史は男体山に始るといっても決して

過言ではない。
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日光山の縁起については後世に作られた『日光

山並当社縁起』があるが，これは各山各社の縁起

文と同じくこのままでは歴史の史料にならない物

語りで，別途の研究が必要である。これとは別に

多くは縁起と題されていないが，縁起文とみなして

よい幾つかの胃醍がある。大部分が平安時代前期の

年記をもち，撰述者の名も明らかである。列挙す
えいげん

ると『遍照発揮性霊集』の「沙門勝道歴山水筆玄
しゆ

珠碑｣,『補陀洛山建立修行日記』,『日光Ill慧亀建

立草創日記』，『円仁和尚入当山記』，『二荒山千部

会縁起』，『満願寺三月会日記』，『中禅寺私記』，
2）

『三月会縁起」の8編である。以上のうち『中禅

寺私記』は平安時代後期の作，『三月会縁起』は

年記がない。8編のなかで真撰は「沙門勝道歴山

水筆玄珠碑」と『中禅寺私記』の2編のみで，他

の6編は偽撰とされ，偽書の成立は鎌倉時代以後

と考えられている。

古代からの山岳信仰の霊山には奈良時代の山林

仏徒の系統を引く修行者が住し，彼らはのちに修

験道に組織された。修験道は我が国古来の山岳信

仰と仏教・道教その他大陸渡来の信仰や思想とが

習合した山岳宗教であって,仏教に依拠した形態

を備えに日本独自の宗教とされている。各地には

霊山が多く，これらは地方修験として次第に組織

されてゆく。日光の場合も例外でなく，日光修験

は男体山信仰を基盤にして鎌倉時代に教団の組織

が完成したものである。
げん

修験は山中修行によって体得された験により民

衆を救済する現世利益に本旨があり，教団が成立

してからは，山中の修行は集団で実施される1よう

になった｡これ猟懲.篠洋態Xりなどといい，

地方によって異なるが原則的には春夏秋冬の四季

の入峰があった。過酷な峰中修行を体得したもの

でなければ修験者の資格はあたえられず，この為

にも，また対外的にも修行の由来を説く必要があ

った｡後世の作であるが『衆鎧識『雛茜秘密
伝』「修験秘記略解』耀存著永記』等々 修験道
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の教義書・史伝書には，祖とされる役小角の事蹟

が誇張修飾して書かれている。日光修験もまた峰

行の祖を男体山開山の勝道に擬し，既述の縁起文

のうち「補陀洛山建立修行日記』に依拠して入峰

の大法が作られた。

先述の通りこの日記は勝道の同時代史料ではな

く，鎌倉時代に書かれた偽書であり，古代史の史

料としては価値がない。偽撰であることの論証に

ついては先学の業績があり，改めて触れる必要は

ない。偽書は偽書として，本稿では日光一山で偽

撰がなぜ必要であったのか，日記偽撰の時期はお

およそいつごろか，またこれから派生する四季の

峰行の成立順序はどうなるか，といった偽書の成

立にかかわるいくつかの問題を，真撰の史料との

比較と山岳信仰に関係する遺跡・遺物の検討を通

じて考察してみようと思う。

I.男体山の古代にかかわる文献

観音浄土の聖地と考えられ補陀洛山とよばれた

男体山は，垂迩思想によって山神である二荒山
おおむなち

神の本地が十一面観音，垂迩は大巳貴命とされた。

神社は名神祭に列する大社で『日本三代実録』貞

観11年（869）2月28日の条に，正二位勲四等の

神階が記されている。勲位は下野国の民の蝦夷征

討における苦闘・勲功に対して，一国の神として

叙勲されたものと考えられている。男体山開山の
し孔んLよう窃

沙P弼道が開基したと伝える寺は名称が変転し，

時代によって本坊の移動をみたが，日光山輪王寺

として今日まで法灯を伝えている。勝道は華厳宗

の僧という見解があるが，正確なことは分らない。

南都六宗のいずれかに属していたものであろうが，

彼の死後そう間をおかず天台宗に変り，今日まで

天台宗の寺院であり続けてきた。

こうした一山の歴史は，下野国芳賀郡の人沙'門

勝道の男体山開山によって幕が開かれる。真撰偽

撰の問題は措いて，まず前記した8編の内容をご



くかい摘んで紹介しておきたい。

1．「沙門勝道歴山水筆玄珠碑井序」

（以下「二荒山碑」・「山碑」と略す）

山林修行者であった勝道が苦闘の末，天応2年

（872）に男体山の登頂に成功し，中腹にある中

禅寺湖のほとりに神宮寺を建立して山中の道場と

した。功により彼は上野国講師に補任され，弘仁

5年（814）頃没した。生前下野国学の師伊博士

を通じて空海に開山の碑文の撰文を依頼しており，

空海がこれを受諾して碑文を撰述した。四六餅個

体のすこぶる難解な詩文で，修辞が多いため未消

化のまま後世に誤用された個所がかなりある。

弘仁5年8月30日空海撰。

2『補陀洛山建立修行日記』

（以下「補陀洛山日記」・「日記」と略す）

勝道の弟子という仁朝ら4人が，師の伝記をま

とめたという形のもので，勝道の一周忌の弘仁9

年(818)に完成させたと奥書にある。鎌倉時代

に下る偽撰で，仁朝以下4名の弟子の名は「二荒

山碑」になく，勝道の没年も違っている。本稿に

取り上げるのはこの書で，「二荒山碑」と対比を

行う。

弘仁9年2月仁朝・道珍・教受・道欽撰。

3.『日光山滝尾建立草創日記』

（以下「滝尾日記」と略す）

勝道から碑文撰述の依頼を受けた空海が，弘仁

11年（820）に日光へ来山して勝道の事蹟を訪ね，

諸方に社殿・堂を建立する話しで，滝尾では妙見

の顕現にあい，妙見を記る。「補陀洛山日記」の

続編で空海下向の史料とされるが，鎌倉時代以後

の偽撰である。

天長2年（825）4月3日道珍撰。

4．『二荒山千部会縁起』

（以下「千部会縁起」と略す）

日光山の千部会が勝道の弟子昌禅・尊鎮・尊蓮

・仁朝らによって始められたことを述べるが，昌

禅などの座主言下が不明で，偽撰とされている。

時代は後世に下る。

天長5年（828）4月。

5.『円仁和尚入当山記』

（以下「円仁入山記」と略す）

のちに比叡山の第3代座主となった円仁が日光

へ来山して，山内や中禅寺湖畔に仏堂を建立し，

諸仏を記ったとする記録である。この書の重点は

ここにあるのではなく，円仁が勝道・空海の門流

を集めて天台の門流に帰せしめたという部分にあ

る。勝道とその弟子達は南都の法流に属していた

ものと思われるが，平安時代後期には確実に天台

宗となっている。勝道は旧派仏教の人，「二荒山

碑」撰文の空海は真言宗の開祖であるため，天台

宗への帰属を紫説する必要から，下野国出身の円

仁に仮託したものと思われる。話しの順序からは

「千部会縁起」に後行するが，鎌倉時代以後の偽

撰とされている。

斉衡2年（855）正月尊鎮撰。

6.『満願寺三月会日記」

（以下「三月会日記」と略す）

勝道が建立したと「補陀洛山日記」にある四本

竜寺で執行される三月会法会の縁起を述べたもの

で，文中に「薬子の変」の覆滅祈願に卓効のあっ

た日光権現が正一位勲一等の極位に叙されたこと，
たかむら

日光の勝景を小野箪が撰述したことなど，架空の

事蹟が述べてある。後世の偽撰である。

天安元年（857）閏6月尊蓮撰。

7.『中禅寺私記」

（以下「私記」と略す）
あつみつ

式部大輔藤原敦光の撰文になる日光山の縁起文

で，一山の依頼により撰述したものと考えられて

いる。敦光には加賀国白山の衆徒が依頼した開山
たいちよう

泰澄の伝『白山上人縁起』があり，両縁起とも両

山から送られた資料によって撰丸された。原資料

による粉飾はまぬかれがたく，文中には事実と考

えられないふしもあるが，この縁起文は「二荒山

碑」とともに日光の古代を知る根本史料である。

－59－



保延7年（1141）7月3日藤原敦光撰。

8．「三月会縁起』

この縁起文は勝道が男体山の初登頂を試みて失

敗した神護景雲元年（767）を起点とし，369年

余のあと撰文したことになっている。即ち平安時

代末の成立ということになるが，確証はない。後

世の作品であるかもしれない。勝道の登頂を三月

会の淵源とするのであろうが，「三月会日記」で

は法会の起点を弘仁12年（821）としており，食

い違いをみせている。

年記・撰者なし。

本稿が取り上げる偽撰の「補陀洛山日記」は，

同じく偽撰の「滝尾日記」・「円仁入山記」の2

編に継続し関連してゆく縁起文で，ひとつのセッ

トとみればよいであろう。偽撰三部作とよべるか

もしれない。「補陀洛山日記」には事実とはとう

てい考えられない滑稽な記事が多く，明白な誤り

があって，無学な者の悪筆という酷評もあるが，

こうしたことは後世の縁起文に見られる通有の事

柄で，それ自体はさまで気にすることではない。

一般に偽書・偽文書というとそれだけで史料価値

は無く，歴史の叙述から除外すべき性質のものと

される。しかし考えようによっては，偽書・偽文

書を必要とする世界がそこにあり，真撰でないに

もかかわらず長い生命を持ち続けていることもま

た看過できない。偽撰であろうと無かろうと，こ

れはひとつの歴史事実であり，歴史研究の対象に

違いない。

Ⅱ、日光山地と修験行事の大要

1．日光山地の地形

修験は山中修行が根本であり，山中修行を欠く

修験はありえない。日光修験が道場とした日光山

地はどのような地形であり，山地のどの部分で修

行が行われたか，まず山地の様子を大観しておき

たい。
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日光山地の地形を述べるには種々の仕方がある

が，本稿のように山岳信仰史を主眼とする場合に

は，地誌に従うよりも山地の中心にある中禅寺湖

をまん中にして山列の配置を述べるのが適当であ

り，理解しやすいと思う。

第1図は中禅寺湖を中心とした山列を示してい

る。日光山地ど総称する山々で，中央にある中禅

寺湖は面積が11.49平方鋸，湖面の標高は約1,200
だいやがわ

向，洪積世末の男体山噴火で大谷川が堰止められ
せきと

て生れた堰止め湖である。東西に細長い不整形で，

東岸を除く3方は山が湖岸にせまり，砂浜の部分

も狭隙で開発は進んでいない。中宮同・中禅寺が

造立され，諸堂が集中したのは湖の東部で，『中

禅寺私記』にみる盛況は中宮地域のかっての繁栄

を物語っている。

湖の北側に男体山を中心にして東西に並ぶ弧状

の山列がある。これが表尾根と通称される日光火
あ か な ぎ に よ ぼ う

山群で，洪積世に噴出し，男体山と赤薙・女峰山

が成層火山，他の山々は火口が不明の溶岩円頂丘

である。山列の東端は標高2,010.3海の赤薙山，

西端は2,577.6海の白根山で，白根山が火山群中

の最高峰となっている。山体が最も大きく，火山

らしい整美な姿をみせるのが標高2,484.4海の男体

山で，山列から南へ突出し，平野部から偉容を望

見することができる。同一火山体の赤薙山と女峰

山は別として，その他の山々は独立した孤峰の感

が強く,2,000鰯を越える難峰が揃っている。

中禅寺湖南岸に並ぶ山列は山体の形成が北側の
すず

山よりも古く，2,000海を越える山は錫ケ岳だけ

で，東に向って標高が次第に下る。山列の東端は

鳴虫山，西端は白根山の南々西に位置する錫ケ岳

で,列の東半分一茶の木平から鳴虫山の間は，日

光山地より古い時代に形成された足尾山地の山々

である。孤峰とよべるのは錫ケ岳と隣りの宿堂坊

山ぐらいで，その他は突出した山でなく尾根通り

の高まりに過ぎない。古社の二荒山神社が神体山

として記る山は男体山のほか，赤薙山・女峰山。
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第1図日光・足尾山地主要山岳位霞図

かん雌び

からの信仰の山に多い神奈備型を呈し，低い山で

はあるが同形の筑波山とともに，関東平野の東西

に位置する霊山として，古代から民衆の信仰を集

めていた。

小真名子山・大真名子山・太郎山・金精山・前白

根山・白根山の8峰で，これはみな北側の山列に

属し，南側の山列には神体山がない。また三山信

仰によって紀られた山は男体山・太郎山・女峰山

の3山で，これも北側の山列の山である。

日光山地の主峰は男体山である。山体の規模が

他山を圧して大きく，表尾根の前面に位置して低

い足尾山地を前山にするため，平野からの眺望に

恵まれている。平野の方向からみる山形は，古来

2．日光修験の行事

他山と同じように日光の場合も先修験的山岳信

仰の歴史は古いが，日光修験として教団の組織が

でき，或る程度の法式・儀礼が定まったのは，将
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軍源実朝の護持僧であり日光山別当になった弁覚

の事蹟などからみて，鎌倉時代に入ってからのこ

とと思われる3％このあと中世末まで日光修験は威

勢を誇ったが，秀吉によって一山の山領が召し上

げられて修験も衰額した。近世に入り東照宮造営
とそう

によって復活した修験行事は本来の抑数性を失っ

て，幕府支配の日光山行事に組み込まれた。明治

維新は日光山に強烈な打撃を与え，政治的・宗教

的権威が喪失すると修験の組織も瓦壊して，修験

道廃止の政策により全く退転し，今日まで復興し

ていない。他山の修験と異なり，日光修験は幕府

に直結した輪王寺門跡直支配の地位にあり，本山

派・当山派に属さず独自の権威を誇ったが，今は

強飯式などに残照を見るに過ぎない。

修験の山中修行は秘密の行であって俗人の目に

は触れず，まして見聞の記録は無い。山中におけ

る法の伝授は口伝で，たまたま先達の山中手控え

が残されていても，これから判明するのは修行の

順路や行事の経過に過ぎず，口伝の部分はロイと

注されるのみで内容は一切不明である。退転した

日光修験の記録は大方が散逸し，関係者の努力で

集められた僅かな記録も近世が主体で，盛時であ

った中世のものは皆無に近い。ここではこれらの

不十分な史料を用いて，日光修験の行事を略述し

てみようと思う。

修験の行事の大部分は集団入山修行で，これは

入峰・峰行とよばれている。日光修験も同様であ
さんない

るが，このほかに下宮地域である山内の諸堂に奉

仕する行があった。これらは専門職の修験だけに

限られた修行であるが，このほかに凡俗が参加し

修験が引率して実施する行事があり，禅頂とよば

れた。これを分けて説明したい。

1）修験の行事

①入 峰

冬・春・夏・秋の四季の峰に分れ，日程や規模

を異にして入山する。四季のうち夏峰は中世末に

廃絶し，近世ではついに復興しなかった。冬峰は

金剛界，春峰は胎蔵界の修行で，ふたつの行事は

継続して行われ，総称して両峰とよばれた。ただ

し順路における金剛界と胎蔵界の区分は明確でな
けく

い。春峰は最後に花を供える行事があるため華供
ぶ さん虫ごぜんちよう

峰とよび，四季の峰を三峰五禅頂と総称した。江

戸幕府支配下の入峰は日光山内を起点とし，山内

に戻る回峰の形をとるが，中世では日光からいつ
いずる

たん出流（現栃木市）に向い，ここから入山する

ことになっていた4)。これは本稿に関係の深い

重要事項であるので，のちに詳しく触れる。

イ冬峰）師走も押し迫ってから入峰し，極

寒を山中で過して春に出峰する。積雪のため修行
しゆ《

は山刺斗1数よりも山中の宿での篭り修行が中心に

なり，順路は危険かつ登華困難な日光山地の高嶺

をさけ，中禅寺湖南東部の足尾山地の低い山々で

行われた。

第2図の1－3－5－8－1の道筋が冬峰の順

路で，横根山から入り，薬師岳・三宿山・鳴虫山

と通過して山内に戻る。日程は12月上旬に山内で

入峰山伏こ対する饗応，同13～25日まで山内で前

行，26日出立して古峰原に1泊，27日に山中に入
じんぜんけそう

り，深山宿・化荘宿・星ノ宿で長期の参龍を行い，

3月2日に出峰し，翌3日に金剛送りを済ませて

行事は終了する5)｡山中を動き回らず一か所に寵
みそか

る修行を「晦日山伏」といい，山中修行の古い形

態とされている6)。冬峰は山中移動を含んでいる

点からみて，古い形態の修行とその後に発達した

新しい修行形態の混交といえるかもしれない。

口春峰）華供峰と通称される。他山でも用

いられた名称で，行事もほぼ同じである。日光修

験独特のものでなく，他山からの移入が考えられ

る行事かもしれない。

冬峰に引き続いて行われる修行で，冬峰の金剛

送りの3月3日に大宿に集合し，行事が開始され

る。順路は第2図の1－3－5-10-1の道筋で，

1－5までは冬峰と同じ道をたどり，薬師岳の手

前で分れて中禅寺湖畔の歌ケ浜宿に出，現在のイ
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黙

第2図冬峰・華供峰順路図今印冬峰口印華供峰

ロハ坂を下って山内に戻る。日程は3月3～12日

が前行，13日に出立，14日に横根山に入り，深山
ふるや

宿・旧谷宿・歌ケ浜宿で長期の寵り修行，4月22

日に中禅寺に花を供え，下山して出峰となる。華

供峰も冬峰と同じく寵り修行を主体にしており，

この修行で法が伝授される7)。

ハ夏峰）日光山地のほとんどの山を駆ける

難行である。修験の科揚〔性が極度に要求される苛

酷な大行で，犠牲者が出ることもあり，中世末で

廃絶した。宿の設営に多大の費用を要することも，

復活を阻害した原因と思われる。あるいは幕府の

思惑が作用したかもしれないが，ともかくこの入

峰には中世直接の史料がない。

夏峰は「順逆不二峰」ともいう。順峰・逆峰が

一体の峰行という意味である。道筋は第3図に示

した通り山内から出て華供峰の道を逆に入り，中

禅寺湖畔の歌ケ浜宿から夏峰独自の道に駆け入る。

これは南岸を迂回して錫ケ岳から日光火山群の西

端に取りつくもので，途中黒桧岳・宿堂坊山を往

復する。錫ケ岳の山頂からは山稜を渡って前白根
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蓋 難
第3図夏峰順路図

山に進み，白根山を往復して金精山・温泉ケ岳・

山王帽子山を通過し，男体山周囲の山にかかる。

途中出入りがあるが，太郎山・小真名子山・大真

名子山・男体山を駆け，女峰山を通って山を下り

山内に戻る順路である。この縦走だけでも難行で

あるが，途中の行場や拝所で勤行があり，柴宿と

いう野宿の数も多い。宿では定められた修行があ

り，峰行の眼目である潅頂が執行される。大峰の

奥駆けに相当する重要な峰行であった。日程は5

月12～29日まで前行，30日に入峰，山中の修行を

経て7月14日に出峰となっていた。40余日を山中

で過す大行である。途中冬・春峰と同様の寵り修

行があり，古野宿では7日間の断食行，出峰直前

の一の宿では9日間の修行が課せられた。夏峰も

科徽と篭り修行を併用した修行で,単なぎ)山中走

行の鍛練行ではなかったことが明らかである。

二秋峰）秋季の山中修行であるが，普通に

は五禅頂とよんでいる。入峰者の集団が1日置き

に1番から5番まで5組入山したことから，この

ような名称になった。中世では5組であったが近

世は3組に減じた。五禅頂の名称はそのままであ

る。道筋は第4図に示した通り夏峰の順路を逆に

入って女峰山に出，西の稜線を下って小真山頂に

登り，太郎山との間の鞍部から裏男体の道をつめ

て男体山頂に立ち，ここから下ってイロハ坂を通

過し山内に戻る順路である。中世では女峰山から

太郎山に登頂したが，近世では太郎山の山頂は略

されている。日程は8月14～18日まで1番が前行

を行い19日に入峰，22日に出峰する。以下1日ご

とに1組ずつ入山してゆく。山伏の修行であるか
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蕊1(）鋤欝謹蒋藍蒸篭

騨鵜鋳霧鍔蕊

第4図五禅頂順路図（近世）

ら峰中作法や勤行があり，定められた拝所に参詣

するわけであるが，山中3泊と入山の期間が短か

く，途中参寵り修行がない。この程度の峰行は山馴

れた者ならば今でも容易な行程で，修行というよ

り儀式臭が強い行事である9)。

②大千度（遥堂）

修験が行う諸堂・神仏勤仕の遥堂修行で，比叡

山の回峰に似ている。日光山は天台宗であるから，

比叡山の修行形態が移入されたものであろう。勝

道・空海．円仁によって加持されたという神社仏

閣や自然物を拝礼して廻る修行で，勝道の弟子教

畏によって弘仁年間に始められたということにな

っている10)。古くは3年間にわたって昼夜3回巡

ることになっていたが，近世では年間を3区分に

し，各1000回と定められた。この行の満願によっ

て大先達職が授与されたが，大先達の号は本来夏

峰を完遂した先達に与えられるもので，日光修験

の科撒性喪失と幕府の宗教支配が強くにじみでて

いる11)

修験関与の儀式として強飯式があり，今日まで

輪王寺に伝えられている。日光社参の諸大名・富

豪に大量の食事を強要するもので，東照宮鎮座の

日光山の権威を支配者層に見せつける儀式である。

政策臭が著しく強い。

2）俗人参加の行

山伏が先達となり行人とよばれた凡俗を引率す

る集団行事で，入峰とはよばれず禅頂と称した。

これには山頂登拝の男体禅頂・黒桧禅頂・白根禅

頂と，中禅寺湖岸に点在する拝所を舟で回遊遥拝

する船禅頂があった。船禅頂は浜禅頂・補陀洛禅
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頂ともよばれた。これらのうち最も重視されたの

は男体禅頂で，日光山地における山岳信仰の原点

であり，勝道開山以後今日の登拝祭まで連続され

てきた基本行事である。湖畔の中宮伺から上は結

界された聖地で，山頂へは定められた時期に，定

められた潔斎を経て登ることが許された。古くは

専門職のみの行であったが，次第に凡俗にも解放

され，後に講が組織されるようになった。男体山

の登頂のみを目的とする禅頂行の確実な資料は，

男体山頂遺跡出土の禅頂札によって13世紀までさ

かのぼることができる'2)。

男体禅頂の日取りや講の組織，および湖水の行

である船禅頂については，本稿に直接関係がない

ため省略しておきたい。黒桧禅頂は湖南の一山で

ある黒桧岳の登頂を目的としたもので，組織や順

路・日程など不明のままである。この山は夏峰の

順路になっているが，なぜ禅頂行の対象になった

のか理由もわかっていない。白根禅頂も同様不明

の点が多い。白根山は現在も小さな活動が繰り返

される活火山で，有史以来かなりの数の噴火が記

録されている。特に慶安2年（1649）8月の噴火

はすさまじいもので，山頂が裂け堂社が谷底に転

落した'3)。この山頂は上野国との国境になってお

り，上野国側からの修行入山が行われ，遺跡も残

っている。白根禅頂が下野・上野両国の凡俗が参

加したものか，下野国側のみの行事であったのか，

これも不明である。

以上が日光一山の修験が関係した行事の大要で

ある。中世・近世の行事をまとめて表示するとつ

ぎの通りになる。

第1表日光修験行事表

専門山伏 修行 入峰 冬峰・華供峰・夏峰

･五禅頂

遥堂 大千度

儀式 強飯式

凡俗参加 禅頂 男体禅頂・黒桧禅頂・白根

(行人） 禅頂・船禅頂

Ⅲ、入峰の史料にみる勝道の事蹟

八王子千人同心組頭の植田孟絹が天保8年

（1837）に上梓した『日光山誌』の「入峰禅頂」

に，当時一般に信ぜられていた入峰の淵源に関す

る記事がある。所要の個所を抜粋してみよう。

「開山上人当山を菌かせ給ふ時,初は出流山よ
よ

り分け入り給ひ，徒弟とともに多くの山獄を蕊ぢ，
わた

あまたの喰岨を捗り－からうじて当山開基の

功業を終へ給へり。其後上人没後，十余班の徒弟

等，遥かに師の創業を追想し，また上人会て山川
みぎり

践渉の湖，諸所に於てまのあたり影響の仏神を，

各処に勧請し置き給へる事を相ともに恋慕渇仰し，
うら

打つどひ互に相語らひ，今より師の苦行の通をふ

み，師の勧請し給ひし仏神へ，年々無上の法施を

奉らば，報恩謝徳の営これに過ぐべからず，天長

地久の祈，上求下化の修行を，末代の法孫に伝へ

んも，また此大行に超ゆくからずと，おのおの大

決心して，夫より入峰の修行を年々いとなむこと

とはなりぬとぞ｡」’4）

開山勝道は出流から山に入ってあまたの峰を越

え，男体山を開いた。師の没後弟子達は遺徳を偲

んで峰々を越えて行く入峰の法を定め，年ごとに

取り行ってきたという大意である。

一山の有識者が古記録をまとめたとみられる

『晃嶺古記集』のなかの「当山三峰五禅頂併往古

之行事」には，これがやや詳しく載せてある。冬

峰・華供峰について記載をみよう。

「古記にいう。道公（勝道）十余輩の遺弟に告
ひと

げて日く，吾此山を開基すること偏へに出流観音
けど

・明星天子・深沙大王の化度利生なり。故に出流
．はん出、

より当山に筆蹟し，高峰の所々において，現来し

たもふ諸尊をその霊場に勧請し奉り，十界修行を

始め勧請の獄々に登て供物を献じ，難行苦行に法

儀を成さば，其の功徳至て広大にして，進んでは

天下泰平，皇帝安穏，万民豊楽に，退ては末代入

峰の行者此霊地に在て，ひとたび十界難行道の修
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行を成さば，忽に三悪趣を離れ，生死を解脱し，
とみ

頓に菩提を証せしこと疑い有るべからず云々。十

有余弟，師の命を受けて各々相議し，春冬両季の

修行に定むと云々・延暦年中より今に至って断絶

せず。往古は毎歳春冬出流より分け入ると。中古

以来深山より駆入って此法儀を修す。衆徒入峰の

時には，往古の例に依て出流より入る｡」

（原漢文）

勝道が出流より日光山に来り，諸岳で修法を行

い，この行を遺訓として弟子達に伝えた。修行は

平安時代初頭から今に至るまで継続し，中古では

出流からの入峰が原則であったと要約される。中

古とは中世のこと，諸岳とは冬峰・華供峰の説明

であるから日光山地の高嶺でなく，足尾山地の諸

山を指すものと考えてよい。上記ふたつの史料と

も，勝道が出流から日光の地に入ったと説く。出

流は前に触れた通り現在の栃木市の北西隅にあり，

日光の中心部からほぼ真南に30錫余，足尾山地の

細い谷奥になった地域である。

日光修験の数少ない史料の中に，冬春両峰の伝

承を略記した『両峰相承略伝記』がある。文中に

天海の日光山座主職補任があるため近世の撰述が

明らかであるが，両峰の縁起文はこれ以外になく，

前述の『日光山志』『晃嶺古記集」が下敷きにし

たと思われる部分があるので，一部を抜粋してみ

よう。
どうじ

「補陀洛山師資相承之秘軌両峰之大法は，曇時

勝道上人明星天子之霊告により，道珍・教畏らを
はんしよう

ひきて当国伊豆流（出流）より当山に塞渉の際，
あいたい

大剣峰に昇って五雲の蕊蕊をみて勝境の奇特を知

り－諸尊の降臨を霊地に感じ各処に草庵を設

け“今両峰塞路の地数処に現存する宿々是其遺跡

なり"，念調読経して以て斗蔽（科撒）の苦行を

積み，而て本山に入って更に本迩難思の尊容を拝

し，予め現当の弘願を満たす。而て覚路を山林に

残し，行軌を将来にたれたまへり。故に“古記に

云う道公十余輩の遺弟に告げて云，吾此山を開基

すること実に伊豆流観音・明星天子・深沙大王の

導引擁護に由る。故に各地の霊所において降臨の

諸尊を勧請したてまつる。以来吾縦跡依て練行す

ること有には則必ず二世の未願を満じと｡す総て
十余弟，師命を受けて各々相議し，春冬両季に修

行すと云々”，是此行法の権輿為り｡」

（原漢文）15）

勝道が出流より日光山地に入るに際し，手前の

山々に草庵を設けて苦行を重ね，仏果によって男

体山の登頂を成し遂げ，前段の苦行の跡を両峰の

大法として弟子達に遺託した，という大意で，

『日光山誌』『晃嶺古記集」と同義が明瞭である。

ではこれらの書が勝道の事蹟として述べている事

柄，特に古記云々の遺戒などは，なにを典拠にし

ているの力確かめてみたい。換言するならば，日

光修験による山中修行の拠り所となった古記の内

容を確かめる作業で，当然のことながら偽撰と真

撰の史料の対比という形になる。

Ⅳ．「補陀洛山日記」と「ニ荒山碑」

1．「補陀洛山日記」にみる勝道の山岳修行

「補陀洛山日記」の原文は漢文であるが，本稿

は益田宗氏の釈読に従い，所要の個所を抜粋する。

本旨が勝道の山岳修行にあるため，これ以外の部

分，例えば湖での面妖な話しなどは割愛しておき

たい16)。

勝道の出自と出生の事情および彼の青少年期に

ついて「日記」は，「勝道上人は下野国芳賀郡の

人なり。俗姓墾若田氏の人なり。一十一代活
ま念むく

目入彦狭茅帝（垂仁天皇）の第九王子巻向尊一

一事の因縁により東国に下向す。－遂に下
むろ

野国の室の八島に住す。その三代の孫子は，大間

城日邦一高藤介，藤系。上人は高藤介の子息

なり。母は吉田連氏仁なり。時に，高藤介一子も

なきを歎けり。当国中の伊豆留の岩屋に千手の霊

像あり。－－高藤介，婦妻と倶に霊像に詣でて，
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子を儲けんと祈る。－巳にして幾日を経すし
おわ

て懐胎し畢んぬ。天平七年（735）亥四月二十一

日，日中に産生する所なり。－童名を藤系と

号す。－天平十三年（741）辛巳九月十一日，

生年七歳，香花を備へて天道に供するに，夜中，

神童来りて言ふ，吾，是，天上の聖衆の明星天子

なり。汝は仏法を興行すべきものなり。故に汝に

無師の智を授けん。－ついに天平勝宝六年

（754）甲午，行年二十歳の時，夜中住所を逃げ
ひそか

脱せしめて，伊豆留の岩屋に到り，愉に千手観音

を念ひ，並びに三帰四弘法を調す。一四ヶ年
おわ

の春秋を送り巳んぬ°天平宝字元年（757）丁酉

十一月四日の夜，夢に北方を顧みるに大山あり。
さ

其の上に大剣あり。其の長さ三尺ばかり。夢吾め

て異快極りなし。－北の山に向ひて尋ぬるに，

白雲深々として進捗するあたはず。－既にし

て深洞に入れば夢見し所の如し。－ここに住

して三ヶ年を送る。同五年(761)辛丑正月二十

一日，勅使あり。当国大山郷に薬師寺の戒埴を立

てらる。聖人，好み悦びて庵を出て，彼の寺に到

るに，たちまち鑑真和尚の弟子如意僧都と唐人恵

雲律師に見ゆるに，善哉善哉と称す。一同六

年（762）壬寅七月十五日，当寺において具足戒

を受け，一寺に住すること，五年｡」と記す。

即ち勝道は下野国芳賀郡若田氏の出で，垂仁天

皇の後商，父は高藤介，母は吉田連氏仁，父母出

流観音に参篭して懐胎，天平7年4月21日に誕生。

7歳の時明星天子の夢告を受け，20歳で出流に参

寵し日光に近い大剣峰（横根山）で修行，4年間

で出流に帰る。天平宝字5年受戒のため下野薬師

寺に入り，翌6年具足戒を受けた，という大意に

なる。

受戒以後の山岳修行と補陀洛山開山については

「天平神護元年（765）乙巳九月下旬，行年三十

一歳，寺を出で帰りて大剣の峰に到る。同二年

（766）丙午三月中旬，嶺頂に上りて四方を顧れ

ば，北の山に当りて四色の雲，常に空中にそびえ
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もようふ

たり。奇異の思をなし，経像を総潰し装を裂きて
まと

足を鯉ひ，北方に向ひて尋ね求め，終に当山麓に

至る。一大河あり。－すなわち宿念を遂げ草

庵を結びて勤行す。－上人嶺上に登りて見れ

ば，先の言の如し。－この所において千手像

を造り，堂を建て四本竜寺と号し奉る。神護景雲

元年（767）丁未四月十日,山頂を見んと欲し，
いちしら よ

精進すること一七日，巳にして山頂を指して華じ
のぽ

蹟り給ふ。去ること四十里ばかりにして，獄の半

腹に一大湖あり。－深雪は凱々とし雷呪振動

して，更に上ることをえず。又半腹より返り降り
さんしち

て，湖宿に住すること三七日，同五月十三日，本

竜寺に還りて十四ケ年の星霜を送れり。又，天応

元年（781）四月，山頂に登らんと欲すれど一

一上る事をえず。同二年（782）壬戊三月中，

道珍・勝尊・教受・仁朝らを引率して湖宿に至り，

精勤修行すること一七日。山頂に到るをえたり。

四方を顧みれば，霊瑞胆に銘じ心神健朗にして言

語に及び難し。三ケ日を経て湖宿に降りて庵室を

結び，礼繊勤修すること三七日，事おわりて本竜

寺に返れり｡」としている。

受戒ののち下野薬師寺から大剣峰に帰った勝道

は，北方の瑞雲を見て奇異に感じ，山中を渉って

補陀洛山麓，のちの日光に足を踏み入れる。ここ

に草庵を結び，やや高い稜線に四本竜寺を造立し

た。神護景雲元年に補陀洛山の登頂を試み，中腹

にある中禅寺湖を発見し，この北岸を登頂の基地

とした。この年の登頂は風雪のため失敗し，四本

竜寺に戻って14年間の修行に明け暮れた。天応元

年の登頂にも失敗した勝道は，翌2年道珍ら4名

を従えて第3回目の登頂を試み，中禅寺湖畔で参

龍ののち登頂に成功した。山頂で3日間の修行を

行い，下山して四本竜寺に立ち帰った，という大

意である。「日記」には初登頂の際の山頂の景観

や，山頂からの展望が全く記されていない。「山

碑」と比較するうえでの重点になる事項で，登頂

路の問題とも関連する。



補陀洛山の登頂を果した勝道は中禅寺湖畔での

修行を重ね，のちに上野国講師に抜擢される。開

山以後の勝道について「日記」は「延暦三年

（784）三月二十一日，中禅寺湖に参詣し，道珍

らと相語らひて船を造り，湖に悼して遊覧せり。

まず南湖に住み，後に北涯に栖して，香花を供し

修行す。一五月二日，道珍らと相議して神宮

精舎を建て，中禅寺と号し，丈六の立木千手観音

を安立し奉る。側に社殿を造り，権現を崇敬し奉

りて，四ヶ年を経たり。延暦七年（788）戊辰四

月，北涯に住し修行す。同五月上旬，南涯に移り

庵を結び勤修すること一七日，峰の上に大日輪あ

るを夢る。その中に五大尊住せり。一五大尊

像を造立し堂を建てたり。柏原天皇（桓武），遥

かにこの由を聞きて叡感あり，延暦八年（789）

己巳四月四日を以て，勅裁を蒙りて上野国総講師

に補任せしむ。これによりてこの島を上野島と名

づく。－大同二年（807）丁亥夏，東国早魅，

青苗ことごとく枯乾せし時に，下野国司利達上人

に属し奉りて雨を請はしむ。しかる間，上人，山

頂に上りて祈請し，一時に応じて甘雨森々た

り。－しかる間，毎歳四月二十一日，弟子と

倶に往きて中禅寺に詣で，法施を捧げ勤行を致し

て朝家を祈る。一また四本竜寺において権現

を勧請し奉り，膳供を備へ法味を捧げて，朝夕怠

らず帰敬し奉りて，朝家並びに国のことを祈ると

云々。また，河の南涯に当たりて嶺山あり，精進

峰と名づけ，神を崇めて星御前と号せり。－

また，河の北涯に深沙大王を崇めたり。この山は，

あわせてこの二神の与力なり｡」と記している。

勝道は延暦3年に道珍らと舟で湖をめぐり，湖

畔に神宮精舎を建立して中禅寺と称し，側に権現

の社殿を建てた。中禅寺で4年間の修行ののち，

延暦7年4月に中禅寺湖の北岸に移り，5月に南

岸に移動して五大尊堂を建立し，堂の前面にある

小島にしばらく止住した。延暦8年に桓武天皇の

御感により上野国総講師に補任，これにより勝道

の止住した小島を上野島とよぶことになった。大

同2年東国の早魅に際し，下野国司の要請により

補陀洛山頂で祈雨の修法を行い，卓効があった。

中禅寺・四本竜寺での勤行を毎年行い，河の南の

峰に星御前，北に深沙大王を記った，という大意

である。講師は一国の仏寺・僧尼を管轄し経義を

説く重責で，以前は国師と称し，延暦14年(795）

に講師と改められたが，総講師という名称はない。

また延暦8年の講師補任はありえない。この辺に

も偽撰者の杜撰さが散見している。

勝道の入滅について「日記」は「上人，恒例山

の頂に登らんがため，弘仁七年(816)丙申四月

をもって中禅寺に詣で，二七日夜念調読経せり。

－忽然として化神出来せり。－化神日く，

－上人は明年春に入滅あるべし，対面今日を

限りとならん，と。一同年八月四日，本竜寺

の北方に去ること八九町，岩掘あり。離怖畏所と

名づく。上人，かしこに至り入定の所と定めたり。

同八年（817）丁酉二月二十五日夜半，十余人の

弟子らに告げて日く，“我，聖帝と深き契あり。

朝恩により当寺を興隆し，権現の化導を仰ぎ奉れ

り。あへて遺失せしむることなかれ・－”語

り己りて，三月一日，行年八十三，禅定に入るが

ごとくにして入滅し巳ぬ。弘仁九年（818）戊成

二月日これを記す。仁朝道珍教畏道欽」と

ある。

勝道は弘仁7年4月，中禅寺参寵中に化神に会

い，明年に入滅するという告知を受けた。8月に

彼は四本竜寺北方の岩屋を入定の場所と定め，弘

仁8年2月25日に弟子達へ遺言を伝え，3月1日

に入滅した。行年83歳であった。一周忌の弘仁9

年2月に，仁朝・道珍ら4名の弟子が集り，撰文

したのがこの「日記」である，という大意である。

以上が『補陀洛山建立修行日記」のうち勝道の

山岳修行の大要と，従ってまた彼の生涯の歩みの

概略である。では真撰とされる「二荒山碑」の中

で勝道がどのように取り扱われているか，上述の
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項目に従って瞥見してみよう。

2．「ニ荒山碑」による勝道の生涯と事蹟

「二荒山碑」正しくは「沙門勝道歴山水壁玄珠

碑井序」は極めて難解な詩文であることのほかに，

空海撰文の真偽について面倒な問題が介在してい

る。本稿では深入りを避け，新しい研究による釈

読に従い，勝道の修行の跡を追ってみたい。

まず基本的な事項として，「二荒山碑」の真撰

偽撰の問題を簡単に述べておく必要がある。学界

には古くから偽撰説があり，藤井菖喜太氏が最も

強固に主張していた。即ち碑文は空海の撰文では

なく後世の偽撰とするもので，論拠は空海の詩文

を集めた『性霊集」には後世の偽撰が混入してお

り，「山碑」もこのひとつとみられること，空海

と勝道を仲介した下野国学の伊博士は古史に名を

欠く疑問の人物であること，勝道の受戒は度牒

が伝わらず事実と思われないこと，上野国講師

補任は正確な年記がないこと，上野国分寺には

勝道赴任の伝がないこと，上野国中に勝道の事蹟

がないことなどが主なもので，勝道は碑文に称え

られるような求道の沙門でなく，山中を排梱する

シャーマンに過ぎないと極め付けた。碑文は偽撰

で後人の握造ということである'7)。

こうした論証にもかかわらず，最近の学界は碑

文を正撰と認める方向に動いている。益田宗氏は

神護寺本「二荒山碑」一軸が空海の真筆ではない

にせよ平安時代初期に筆写されたものであること，

空海撰文とされるが事実は偽撰の「高野四至敬白

文」は「二荒山碑」を下敷にしており，偽撰は承

暦3年(1079)以前で，この頃すでに「二荒山碑」

は空海撰と認められていたこと，勝道の碑文撰文

の依頼を空海に取り次いだ伊博士は空海と大学を

共にした実在の人物であること，空海の日光来山

は虚構であるが下野国司や下野大慈寺の広智あて

書状の存在から，空海は下野国に対するかなりの

認識をもち，勝道についても知るところがあった
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のではないかと推測できることなどをあげ，「二

荒山碑」は空海真撰と結論しておられる18)本稿

は益田宗氏の研究を参照し，碑文の細部も同氏の

見解に沿い，必要な部分の抜粋をしてゆく。釈読

も同氏の論文に従う。碑文の原文は漢文で，しか

も修辞が非常に多いため，漢字にこだわることな

く仮名書きにした部分がある。

勝道の出自と青少年時代について「山碑」は

「沙門勝道といへるあり。下野芳賀の人なり。俗

姓は若田氏｡たましい,総α蝋こはるかにして，
せものう しつか

こころ，惜嚢のとしに清し。四民の生事に桂抑せ
さんたいめつごう

られて，三諦の滅業に調飢せり。衆落の轟々たる

を蕨ひて,林泉の膳然たるを仰げり」と説明する。

修行僧勝道は下野国芳賀郡の人で，若田氏出身。

少年になりきらないうちから人々を救うために出

家を志して見習となり，20歳で受戒した。世間の

煩雑を避け仏教の真理を悟るため，村里を離れて

山林・泉水の修行を思い立った，という大意であ

る。

具体的な山林修行について「ここに同じき州に
ぎんかん へき

補陀洛山あり。そう嶺銀漢をさしはさみ，白峰碧
らくつ よ

落を衝けり。－借問す，古より未だまぢのぼ

る者有らざるか，と｡」と簡明に補陀洛山を修行の

場に選択した理由が述べてある。補陀洛山は前人

未踏の山であった。

補陀洛山の登頂については「遂に去りぬる神護

景雲元年（767）四月上旬を以てふみのぼれども，
けわ うんむらいめい

雪深く巌峻しくして雲霧雷迷して上ること能はざ
しりぞ

るなり。還りて半腹に住すること三七日にして却

き還れり。又，天応元年（781）四月上旬，更に
はんちよく

塞捗を事とするも，亦上ることをえざるなり。二
もろもろ

年（782）三月中，諸の神祇のおおんために経を

写し仏を図し，裳を裂いて足をつつみ，命を棄て
合ようふ

て道をもとむ。経像を総負して山の麓に至り，経

を読み仏を礼すること一七日夜，堅く誓を発して

日く，－我，若し山頂に到らずば，菩提には

至るまじ。是の如く発願しおわって，皇雪の鎧鎧



よ

たるを踏み，緑葉のさいさいたるを華づ。脚踏む

こと一半にして，身疲れ力つきぬ。憩い息むこと

眉嵩こして,ついに具の頂を見る｡」と登頂は3
回目で成功したと述べている。第3回目は前2回

と異なり，途中2泊の休息をとっている。近代登

山術でいう極地法によったらしく，これが登頂成

功の因をなしたように思われる。

山頂の様子や上からの眺望を「山の状たるや，
きわ窪

東西は竜の臥せたるがごとく，わたし望むに極り
うづくま

なし。南北は虎の躍るがごとく，棲息するに興あ
けい

り。－北に望めば湖あり，約計ふれば一百頃

なり。東西に狭く南北に長し。西を顧みれば一小
ひつじさる

湖あり。二十余頃あるべし。坤をかへりみれば更

に一大湖あり。こめて計ふれば一千余町なり。東
ひろ

西に闇からず南北に長く遠し。四面の高き峰影を
さかさ

水中に倒にす。－我，鍋庵を其の坤角に結む

で，之に住し礼繊することややもすれば三七日を

経たり。己にしてこの願を遂げ，すなわち故居に

帰る。」と記している。山頂は火口壁で，東西は

凹凸があるものの比較的平坦，南北は溶岩塊が重

なって火口壁に大きな落差がある。碑文はこの景

観を正しく簡明に表現している。湖の情景描写は

山頂の描写よりもはるかに詳しいが，この部分は

省略した。勝道が山頂の南西角に小屋掛けをし，

21日間ここに止住して修法を行ったことは，登頂

行が単なる山頂征服でなく，山頂での修法が本来

の目的であったと理解される。常人では真似ので

きない高所での寵り修行・修法に，登頂の本願が

あると考えてよい。

開山以後の勝道は南湖（中禅寺湖）の湖畔を修

行の道場に定め，湖を広く探索し，神宮寺を建立

し，幽玄な山水に囲まれて修行に明け暮れた。こ

の間に地方の寺院を建立し，補陀洛山頂で祈雨の

修法を行い，上野国講師にも補任された。碑文は

「去んぬる延暦三年（784）三月下旬，更に上っ

て五箇日を経て，かの南湖の辺に至る。四月上旬

に，一小船，の長さ二丈，広さ三尺なるを造りえ

たり。即ち二三子と与に湖に樟して遊覧す。－

－また，更に西湖に遊ぶ。東の湖を去ること十

五許里。又北湖を覧れば南を去ること三十許里，

並びに美を尽すといへども，すべて南には如かず。

其れ南湖は則ち碧水澄鏡のごとく，深さ測るべか
いささ

らず。－此の勝地について卿か伽藍を建つ。
じん

名づけて神宮寺と日ふ。此に住して道を修め，荏
ぜん

再として四記なり。七年（788）四月，更に北涯

に移住す。四望さわりなく，沙場は愛しつくし。

－去りぬる延暦中，柏原皇帝（桓武天皇），

之を聞しめして，便ち上野国の講師に任ずるに，

利他時あり。－又，華厳の精舎を都賀郡城山

に建立す。－去んぬる大同二年（807），国

に霞iあり｡州司,法師をして雨を祈らしむ｡師，
ほうはい

補陀洛山に上って祈祷す。時に応じ甘雨解濡して，

百殻豊登なり。」と述べる。天応2年の開山以後，

大同2年の祈雨に至るまでの経過は「補陀洛山日

記」と大すじで変りないが，「日記」には延暦3

年の補陀洛山登頂と，年記を欠く都賀郡城山の華

厳寺建立が落ちている。城山は『倭名抄』の郷名

にないが同じ都賀郡であり，そう遠隔の地ではな

かったように思われる。

勝道の没年は碑文では明確を欠く。空海が勝道

の依頼を受けて撰文を始めた頃，勝道は既にこの

世を去っていた。このことは碑文に明記してある

が，修辞の多い難解な詩文であるため見過される

ことが多かった。「補陀洛山日記」が勝道の没年

を弘仁8年としているのも，空海の詩文が読解で

きなかったためと考えてよい。碑文は「ああ，日
とど じんかん しようしん

車駐め難く，人間変じ易し。従心は忽ち至りて，
きよるいしょうゆうつとおわ

四蛇虚扇せり。摂誘これ務めて能事畢りる。」と

書く。歳月の流れはとどめ難く，人の世は流転す

る。70歳の老齢が忽ち訪れ，身体が空しくなった。

人を善導した一生は，すべて終った，という大意

である。
とんしようつむなみ

空海の撰文は碑文に「弘仁の敦祥の歳，月次は
そうさく

壮朔，三十の突酉なり」とあって，年記が明白で
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に移される慮舎那仏の体骨柱が甲賀寺に建てられ

た。勝道はこの頃の生れの人で，「日記」にいう

天平7年（735）の誕生は古きに失する。

偽撰の「補陀洛山日記」と正撰の「二荒山碑」

を略述して，所々にその異同を示しておいた。勝

道は天平16年頃の生れ，天平宝字8年頃受戒，没

年は弘仁5年頃，行年は70歳前後ということにな

る。これを軸として，真偽両史料の異同をまとめ

たものが次表である。

ある。弘仁5年（814）8月30日の意で，「日記」

の偽撰者はこれも読み取れなかったのではないか

と思う。空海の撰文が弘仁5年8月として，勝道

の没年はこれより少し前の弘仁4年か弘仁5年の

初め頃とみれば，大過はないと思う。この頃を起

点に生年を逆算してみると，およそ天平16年

（744）前後が誕生の歳になる。聖武天皇が諸国

国分寺の建立を詔した天平13年（741）からほど

遠くない頃で，天平16年11月には，のちに東大寺

第2表「荒山碑」「補陀洛山日記」記事対比表
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「
一
一 荒I1l碑」 「補陀洛山日記」

項目 年記 耶賊 年記 駆 踊

Mt自 年妃なし 下野阿芳面郡宕Ill氏のIll 天平7
〃35）

4．21庭生．下野閏芳賀郡蒋旧氏の出，荻仁
天蜘の後耐，父は商臨介．11は吉川迎氏．
父・IW豆留に参随して出生

W少年期 年妃なし 少年時代に出家，20蝋で受成 天平閣宝6
（754）

天平宝字元
○57）

同4
口60）

同5
（758）

同6
○5鋤

20歳で伊豆留に参随

日光に近い大剣峰で催行

伊豆留に帰る

下野薬師寺に入る

具足戒受戒

山林修行 年記なし 林泉での俺行を志し補陀浦Ill随に
移る

天平神座元
句65）

同 2
｡66）

下野薬師寺から大剣蜂に翻る

補陀洛山麓に移り四本竜寺を建立

捕陀洛山登頂

－一一■■ ▲ ■ 一

開山以後

入滅

神壌景霊元
(767）

天応 元
（781）

同 2
○82）

延厩3
⑰84）

延府7
(788）

延雁年間

大岡2
(807）

節1回登頂失敗。中胸で21m間惟行

以後14年剛1記録なし

第2回溌頂失敗

節3回登頂成功.Ill頂で21日間の修法，
同行者記録なし．Ih頂の形・湖の景観
を詳述

一一一一一÷一一一今一→一一一画

第4同登頂.Ill頂で5口間侮法．同行
2．3人と北・西・南湖を踏在．南湖
畔に神恵寺を腿立し4年間止住

南湖の北I似に移動

上野I圃鋼
兼厳寺を

師
趣

柵任，‐ド野l司郎賀郡城Illに
立

~ド野I副干宙に陳し柵陀浦Illffiで祈雨の
修法

没年・人滅嶋所ともに不明，弘仁5年
(814)8J1以前に入滅と推定．行年

70蟻刑後

神壌景雲元

天応 元

同 2

延屑3

延府7

延雁8
｡89）

大同2

弘仁8
⑱17）

第1回登頂失敗．中禅寺湖北岸を基地にする

以後14年間四本通寺で修行

第2回登頂失敗

第3回登頂成功 通珍ら4名を従え中禅寺湖畔で7日間
徳行，山頂で3日修行．山頂・湖の記録なし

登頂記録なし．道珍らと湖踏査，
寺と称し側に椛現の社殿を造立．

鯉識瀞剛

神宮寺を迩立して中禅
中弾寺で4年間修行

5大尊の堂を建立，堂の前の小

4月4日上野国総窮師補任．南湖の小島を上野島とよぶ
報厳寺胆立の記馴なし

夏東l凋干宙に際し袖陀洛Ill頂と江尻滝で修法

弘仁7年（816）4月修行中に明年入滅の告知あり

3月IE｣四本竜寺北の岩○で入滅．行年闘鎮



3．両記録における勝道事蹟の対比

ふたつの記録を比較した場合，「二荒山碑」は

難解な詩文であるにもかかわらず，事実をあまり

飾らずそのまま素直な形で述べてあるのが特色で

ある。出生，受戒，補陀洛山登頂の願望と実践，

湖水の景観，祈雨の修法など，どれを取り上げて

も美麗な筆で事実が述べてあるだけで，事実を神

仏や怪異に結びつけた粉飾はない。これに対し

「補陀洛山日記」は勝道の事蹟を権威づけるため

か，万事を勝道に仮託するためか，一々の事実に

神仏の加護を引き出し無用な粉飾を加えてある。

滑稽とも愚劣ともいえる過度の粉飾であって，信

仰上の典拠とする以外，史料として使用できない

とされる所以である。ただ史料として使えるか使

えないかは視角と操作の問題になるが，これに入

る前に表示に従い，項目別に相互の違いを確かめ

ておきたい。

勝道の出自について「山碑」は芳賀郡若田氏出

身とし，生年の年記を記さないが，「日記」は勝

道の家系を飾るため皇統を持ち出し，出生秘話を

作り上げる。ここで日光の山岳信仰と直接関係の

ない出流観音の信仰が述べられている点に，注意

を向けておきたい。

青少年期について「山碑」は幼少の頃に出家，

20歳で受戒と簡略に記すが，「日記」は出流の参

寵，大剣峰での修行，下野薬師寺での受戒と止住

を細かく述べる。出生の裡造をさらに粉飾する形

である。

山林修行については「山碑」が人里を離れた林

間や湖水での修行を志し，同国内の補陀洛山麓に

移ったと簡単に記すが，「日記」は下野薬師寺か

ら大剣峰へ，さらに大剣峰から補陀洛山麓へと迂

回の道筋を示す。今日の大谷川を渡河して山内に

入るのにも怪異の物語りがあり，山麓の尾根通り

に四本竜寺を建立したことになっている。「山碑」

の記事で注意しておきたいことは，のちの男体山

が勝道以前から観音浄土の補陀洛山とされていた

点である。山名は勝道の命名ではないと読み取れ

る。空海が下野国の補陀洛山を知っていたか，勝

道から空海に届けられた資料にそうなっていたか

のいずれかであろう。勝道建立という四本竜寺は

「山碑」に見えない。この寺は日光修験の本拠で

あるから，勝道への仮託が当然考えられる。

補陀洛山への登頂行3回の年記は両者一致して

いるが，「日記」にある月日や従者までは「山碑」

にない。登頂に関してふたつの記録の最も異なる

ところは，1回目と2回目のあいだの14年間の空

白と湖発見の記述であり，さらにいえば山頂部の

景観に関する記述である。14年間の空白を「日記」

は四本竜寺止住と書くが，「山碑」は黙して語ら

ない。山中修行の仏徒が一寺に長く住持するのは

後世のことで，奈良時代の山林仏徒は科徴を旨と

し，一カ所に定住することはあまりなかった。政

府の記録に名を載せる同時代の箱根山の万巻がよい

例である。勝道の場合もこの期間は，他国の山岳に

まで及ぶ山中修行に専念していたのではないかと思

う。益田宗氏によって勝道の出た芳賀郡の若田氏

は，上野国の出自であった可能性が説かれ、彼自
18）

身がのちに上野国講師に補任されたうえ，赤城山

開山も勝道と伝えられていることなどを勘案する

と，勝道の上野山中科撒は考えられないことでは

ない。

「山碑」にある山頂からの景観，特に湖の形状

の叙述は，快晴の山頂に初めて立った者でなけれ

ば，知ることができない立体感をもっている。空

海への資料がそうなっていた，と考えるほかはな

い。これに対し「日記」は，具体的な景観に全く

触れていない。偽撰を行った鎌倉時代の修行者に

は，山頂の形状や湖の展望は茶飯事であって，改

めて風景を述べ立てる必要はなかった。記述の欠

落はこのためであろう。

この問題に関連して，補陀洛山登頂路に触れて

おく。南湖はのちに中禅寺湖とよばれるようにな

った大湖で，勝道がこよなく愛し，湖畔を修行の
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道場と定めて移動し，止住した。

「山碑」に南湖その他の湖が出るのは，登頂成

功時の山頂からの展望が初見である。しかし「日

記」はそうなっていない。神護景雲元年の第一回

登頂失敗の時から，この南湖畔にとどまった形に

書かれているわけである。この違いがどこから出

たかという問題が，補陀洛山の登頂路に関係して

いる。今日一般に用いられている道は山麓の日光

山内から出てイロハ坂を上り，中禅寺湖畔に出て

山頂に向う。イロハ坂を通る道は古くから用いら

れた中禅寺への表道で，峰入も帰途にはこの道を

下っている。イロハ坂を通過して上るかぎり，必

ず中禅寺湖へ出なければならない。山腹は大谷川
なぎ

の急河谷や薙とよばれる大浸食谷が発達し，登山

の道は物理的に狭い範囲に制限されている。「日

記」はこの常用の山道を勝道もたどったものとし

て，疑うことなく書いたものであろう。とすれば，

補陀洛山への登頂は初めから中禅寺湖のほとりを

通ることになり，これ以外の道はない。

補陀洛山頂から湖を初めて見下すとすれば，山

の背面から火口壁に取りつく登頂路，裏男体とよ

ばれている北斜面の道を進んだとしか考えられな

い。この道は山頂に到達するまで，山の南側に横

たわる湖を見ることはできない。山麓の日光山内

からは丹勢山を越え，東側の山腹を北に向って斜

めに渡り，大真名子山との境にある志津に出て，

裏側から山頂を目指すことになる。図上では他の

道を模索することが可能であるが，実地は山腹を

快る浸食谷の発達がすさまじく，これを越えて進

むのは不可能に近い。このような現状が奈良時代

も同様であり，浸食谷の位置と状態が今日と大差

ないとすれば，湖初見の問題は「山碑」の記述の

正確さ，別の言葉でいえば記述の信懇性の問題に

なってくる。

しかしながら，この問題の正否を裏付ける同時

代史料は全くない。結局は「二荒山碑」の解釈の

問題になってしまうが，勝道が作成し空海に渡さ
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れた資料に，このように書かれていたと考えるの

が常道であろう。偽作の「滝尾日記」は弘仁11年

（820）の空海来山を記すがこれは虚構で，空海

が日光山に来山したことはない。従って山頂の様

子も湖の景観もすべて空海自身の実見に基づく写

実ではなく，勝道の資料をかなり忠実に追った詩

文と考えなければならない。空海にとって，山頂

に立たなければ見ることのできない湖を，登頂路

によっては中腹で湖が望めると書くことはできな

かったし，また書く必要もなかった。勝道の側に

すれば，空海に送る資料に，湖発見の感激や景観

の叙述に先後の誤りを犯すはずはなかった。「山

碑」が正しい叙述を行っているとすれば，それは

正確に書かれた勝道の資料によるものであり，勝

道の資料に誤りがないとすれば，山頂に立たなけ

れば湖を望めない登頂路は，山体の裏側の道しか

ないということである。

山頂での修法とこの期間のことは先に述べてあ

るので，ここでは再論を避ける。開山以後，勝道

のとった行動は補陀洛山への登頂を繰り返すこと

ではなく，大自然そのものの山中に自分が納得で

きる修行の道場を建てることであったと思われる。

山中・湖水を探査の結果，中禅寺湖畔を選択し，

ここに止住して修行に没入した。補陀洛山の山頂

は山霊の鎮まるところであって，人の常住できる

場所ではない。それは修法の場であって，道場建

設の場ではない。山頂に立って湖を見下した瞬間

から，勝道の念頭には道場の建設があったのでは

ないかと思う。「山碑」は補陀洛山登頂に重点が

あるのではなく，湖畔に道場を建設したことに重

点を置いて撰文されている。山体・山頂の様子よ

りも，湖の形態や景観に叙述の中心がある。山は

開山すればそれで十分，あとは3つの湖の中から

道場にふさわしい場所を撰択するだけであった。

勝道によって神宮寺が建立され，彼の道場が造

られた南湖一中禅寺湖は，彼の死後宗教上の霊

地として非常な発展をとげた。この様子が日光一



山からの資料によって撰文された藤原敦光の『中

禅寺私記」であり，これをなぞって粉飾したもの

が「補陀洛山日記」に見える湖水・湖畔の部分で

ある。勝道の上野国講師補任後か或いは南湖止住

中か判然としないが，延暦年間に都賀郡城山に華

厳寺を建立している。しかしこの事は「山碑」に

あって「日記」にはない。「日記」成立の鎌倉時

代にはすでに退転しており，跡かたもなくなって

いたのではないかと思う。今日下都賀郡都賀町の

山中に華厳寺跡と称される遺跡があるが，直接な

証拠資料はなにもない。「日記」撰文の頃には華

厳寺に関する情報が皆無で，これが華厳寺欠落の

原因であったと考える。

勝道の入滅に関し，「山碑」は入滅の年も場所

も明示していない。行年も70歳前後と推定される

だけである。逆に「日記」は勝道入滅を仰々しく

飾り立てる。弘仁7年の入滅告知から始まり，翌

8年岩窟での入滅まで聖者入滅の物語りを書き綴

る。もともと虚構の縁起文であるから，このよう

な結末は頭初からの計算であったと考えてよい。

以上が「二荒山碑」と「補陀洛山日記」の対比

によって明確となった相異点の大略で，この両者

の間に藤原敦光の『中禅寺私記」を入れてみれば，

「日記」偽撰の経過が更に詳細となる。しかしこ

れは本旨から離れてしまうため別稿にゆずり，対

比した事項のうち「山碑」には全くなく，「日記」

のみにあって，しかも日光修験に直接関係のある

部分を取り上げて検討を加えてみたい。

V.日光修験と出流山

1．「補陀洛山日記」にみえる出流山

前にみた通り「山碑」と「日記」には記述に多

くの違いがみられるが，大部分は「山碑」の叙述

を「日記」が後世の信仰や資料・史料を混入粉飾

したもので，これを除外し年記の誤りを補正すれ

ば，勝道の生涯の大綱はほぼ同じである。このう

ち「日記」にある怪異出現は別にして，「山碑」

に全．<ない部分は伊豆留（以下現在の地名に合せ

て出流・出流山とする）に関係する事蹟である。

これをやはり「山碑」にない上野島止住や五大尊

堂建立と同列に扱ってしまえばそれまでであるが，

出流は中世の日光修験による入峰の起点であり，

勝道山中修行の故事によるとその由来が明確であ

るため，出流に関して検討を加える必要がある。

出流の位置は第5図に示した。下方の△印が出

流，小さい○は日光修験の両峰に関係する山々，

大きい○が男体山（補陀洛山），その南側が中禅

寺湖（南湖）である。

出流は足尾山地にあり現在栃木市に属している

が，葛生町と境を接する市域の北西縁に当るとこ

ろで，一帯には石灰岩が多量に埋蔵され大規模な

採掘が行われている。勝道が止住したという洞窟

はいま真言宗智山派別格本山出流山満願寺の奥の

院になっており，絶壁の中腹にある洞窟の入り口

に，長い角柱に支えられた舞台造りの堂が一宇し

つらえてある。絶壁の下方の水場には不動三尊が

紀られ，修験の行場であったことを示している。

勝道止住の洞窟は断面が心葉形の狭い鐘乳洞で，

奥には台石に立つ石笥がある。石笥は古くから十

一面観音立像と観ぜられ，勝道の父母が子授けを

祈願したと「日記」にある像である。

寺伝では満願寺の開基が勝道，本堂安置の本尊

は千手観音，像は勝道の縁でここに来山した空海

の作ということになっている。寺伝による勝道の

父母の名は「日記」と異っているが，父母の洞窟

での祈願，勝道の止住，空海の来山などこの寺の

縁起はすべて日光山に結びつき，しかも「日記」

をなぞっていることになる。縁起は「日記」の粉

本と考えてよい。寺域では勝道の生きた奈良時代

の遺跡・遺物が発見されておらず，勝道の事蹟は

ともかく，この時代の成立を実証することは極め

て困難である。このことは「日記」の成立に関す

る逆の面の裏付けとなろう。
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「日記」には出流に関連して大剣峰の名がしき

りに出てくる。日光入山前に勝道が修行した山で

ある。これは現在の横根山を指すと考えられてお

り，日光修験の入峰は中世では出流からこの山に

入る順路になっていた。近世の入峰でも日光山内

から1日の行程で迂回し，この山から修行が開始

されている。横根山が重視された理由は，「日記」

に勝道がここで修行中「北の山に当りて四色の雲，

常に空中にそびえたり。奇異の思をなし，経像を

鮭負し装を裂きて足を縄ひ，北方に向ひて尋ね求

め，終に当山麓に至る｡」（原漢文）とあるためで，

いわばこの山が補陀洛山開山の原点であり，山中

科#数の原点であったからにほかならない。

出流から横根山への道は第5図に見る通り谷筋

を北北西に向えばよく，粕尾の谷から山にかかる

か，粕尾峠に出て西斜面を頂上につめればよい。

この辺に立てば，眼前に前山の山列を圧して男体

山がそそり立ち，背後に日光火山群の連峰を従え

た大パノラマが展開する。諸峰を圧して吃立する

男体山の姿は，ここからの眺望が最もすぐれてい

る。「日記」には言外に，横根山のこうした立地

が含まれているのではないかと思う。日光山地を

州数する山中修行者ならば横根山からの景観は十

分心得ていたはずであり，横根山と男体山を結び

つけるため，別個の観音信仰の地であった出流山

をまず横根山に結びつけ，さらに観音の聖地とされ

た男体山と横根山の結合を画策したものであろう。

近世の入峰が出流に赴かず直接横根山に入るのは，

勝道の事蹟としては横根山が主で，出流が従であ

ったからにほかならない。極言すれば出流はあっ

ても無くてもよく，眼目は男体山の偉容を仰ぎな

がら山中修行へ入ることにあったと考えてよい。

勝道以後男体山への登頂行は続けられ，しばら

くしてから周囲の山々への修行登山が始まり，恐

らく山中修行の法式・儀礼も逐次固まりつつあっ

たと思われるが，これは男体山を中心とする日光

山地の限られた山の範囲にとどまっていたはずで，

このあと述べる日光山地の山頂遺跡が，このこと

を事実として裏付けている。横根山から地蔵岳・

薬師岳・三ノ宿山と経過してゆく山中修行の道，

男体山と周囲の山々を外から，しかも間近に仰ぐ

修行の道の発見は誰によってなされたか分らない

が，こ跡斗ｲ数路の完成は勝道以後男体山を中心に

してきた山岳修行にとって画期的な出来事であっ

た。この時期が恐らく平安時代末から鎌倉時代初

め頃であり，両部峰行の体系が完成したのは鎌倉

時代前期の頃であったように思う。承元4年

(1210)に第23代日光山別当に補任され，その後

約40年にわたり治山した弁覚は大峰で修行を積ん

だ修験者であり，日光山入峰の大法完成に力を尽

したと伝えられる。「補陀洛山日記」はこのよう

な一山の状況のもとに偽撰が進められたのではな

いだろうか。冬峰・華供峰の位置付けや法式・儀

礼の大要は，すでに体系の完成していた他山から

の移入であろうが，男体山を外側から奉拝する形

の山中修行は日光山の修験によって移入前から実

践されており，入峰体系の整備にあたって依拠す

べき聖典として，勝道に仮託した「補陀洛山日記」

が撰述されたものと考える。入峰の体系の完成に

よって教団として成立した日光修験が，このあと

消滅に至るまでの長い期間にわたり峰行の典拠と

したものは，空海撰の「二荒山碑」ではなく偽撰

の「補陀洛山日記」であった理由はここにある。

「補陀洛山日記」は偽書であるが，偽書でなけれ

ば果すことのできない役割を，十二分に果したと

みてよいのではないだろうか。

2．四季の峰行と日光山地の山岳信仰週跡

「補陀洛山日記」に関係する入峰は四季の峰の

うち冬・春・夏の3峰で，秋峰である五禅頂や日

光山の根本修行である男体禅頂は，横根山を通過

して行かないという点で，「日記」に深く関係し

ていない。ただ「日記」が勝道の補陀洛山開山を

説く以上，男体禅頂や五禅頂にもかかわりがある
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が，これだけならば「二荒山碑」を修行の典拠と

することで事足りる。「日記」を偽撰する必要は

ないわけである。このことを逆にみれば，峰行は

「山碑」によって位置づけられた修行と，「日記」

によって位置づけられた修行のふたつに区分でき，

年代的には「山碑」に位置づけられた修行が，

「日記」による修行に先行するという可能性が生

ずる。四季の峰は斉一に成立したものではなく，

発生的にはいくつかに区分されるわけである。し

かし「山碑」によるかぎり，勝道の登頂は補陀洛

山一男体山に限られており，周囲の山に触れると

ころはない｡勝道の原資料がこうなっていたはずで，

彼は周囲の山には登頂しなかったとみるのが至当

であろう。五禅頂の発生を「山碑」に求めること

は解釈の問題であり，可能性の問題であって，史

料そのものからは引き出すことができない。これ

を埋める資料が日光山地の諸峰に営まれた山岳信

仰遺跡，特に山頂部の山頂祭紀遺跡とその出土遺

物である。

山頂遺跡の形態は巨岩を対象にした磐座で，山

頂にあるため巨岩の直下は絶壁か急斜面になって

いる。巨岩は群をなす場合が多く，遺物は岩と岩

の間の岩隙か，岩の周囲の火山砂に埋納されてい

る。遺物は祭紀が執行されたあと，投棄・埋納さ

れた奉賓品が主体で，このほかに破損倒壊した堂，

小伺の金具や堂への奉納品もここに投棄された。

神仏に献ぜられた物品を処理する聖なる場所とし

て，長い年月繰返し使用されてきたもので，どの

山でも山頂の特定な場所に集中して納められるの

が常態であるから，その場所はこの山の信仰が開

始されて以来，祭記品を納める聖なる個所であり

続けてきたわけである。山頂遺跡はこうした性質

の遺跡で，山岳信仰の内容を直接的に反影し，遺

物による時代区分もかなり明確である。

山頂の祭紀遺跡と修験の峰行を直接関係させる

ことはできないが，古くからの聖地でありしかも

結界されている山々には，通常俗人の立ち入りは

禁ぜられており，山頂の祭紀執行には山の修行者

が深くかかわっていたことは間違いない。この修

行者は奈良時代には山林仏徒，平安時代には山臥

・験者，鎌倉時代以降は修験者と呼ばれた人々で，

この系列をさかのぼれば，仏教渡来以前の山の司

祭者にたどりつくものであろう。

日光山地の山頂追跡はいまのところ中禅寺湖北

側の山列，表尾根のうち男体山とこの周囲の山々

に限られている。すなわち男体山・女峰山・小真

名子山・大真名子山・太郎山の5峰で，湖の南側

の山列や横根山・薬師岳などを含む足尾山地の低

い山々には，山頂遺跡が全く認められていない。

この一事をもってしても，四季の峰と日光山地の

山岳信仰の間の時間的なずれが，おおよそ理解で

きる。

山頂遺跡が営まれた5峰のうち，出土遺物が群

を抜いて多く年代が非常に古いのは男体山で，全

国的にも最高位に位置づけられている。遺物は性

質によって3時期に区分される。第1期は古墳時

代で出土量は極めて少ない。第2期は奈良・平安

時代で多量の銅鏡，密教法具・仏具のほか銅印・

錫杖頭などが入る。第3期は平安時代末・鎌倉時

代初期から近世末までで，修験関係品の御正鉢・

三鈷柄剣・禅頂札などや埋経品・武器・武具・馬

具・堂伺の飾金具類がある。

男体山に次いで遺跡が大きく遺物の量も多いの

が太郎山で，年代の上限は平安時代末，埋経品を

主体にして武器・飾金具・陶器類があり，年代の

下限は近世である。女峰山と小真名子山は遺跡が

小さく，遺物も少ない。年代の上限はやはり平安

時代末で，下限は近世である。小真名子山と男体

山の間に位置する大真名子山は，山頂が壮大な巨

石に覆われているものの遺物は極めて少ない。大

部分は近世に属し，一部の陶片が中世の作品であ

る。

以上を通観すると，日光山地の山頂過跡は信仰

の主峰である男体山が中心で，山頂での祭紀は古
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墳時代に始まり近世末まで継続していたことが知

られる。日光三山は男体山・女峰山・太郎山の3

山であり，女峰山と太郎山への物品奉喪が古代末

に開始されていて，三山信仰の成立時期がおおよ

そ見当づけられる。小真名子山は女峰山と太郎山

の丁度中間に位置し，三山をめぐるためには必ず

山頂を通過しなければならない。この山頂に2山

と同じ時期の遺物が存在しても決して不思議では

なく，通過点であることを裏書きするように遺跡

は極めて小さい。大真名子山に遺物が少なく，時

期も新しい理由は分らない。様々に推考できるが，

当為の解答はない。今後の課題である。

日光三山の2峰女峰山と太郎山への物品奉饗が

古代末から中世初頭に開始されたことは，男体山

頂遺跡の第3期の開始と符合し，極めて重要な事

実である。男体山ではこの時期に山頂奉饗品の内

容が一変し，山岳信仰の形態に重大な変化が生じ

たことを間接的に告げている。日光一山に体制上

の大きな変化が生じた結果と受け取られるが，変

化の重要部分は山岳修行者の集団組織化，日光修

験の教団成立に関係があるとみてよいのではない

だろうか。日光修験の成立ないしは成立への動き

の具体的な表象が，奉饗品の転換であったと理解

するわけである。

三Ill信仰の3山は，男体山を頂点とした逆三角形

の位置に女峰山と太郎山がある。山岳修行者がこ

れらの山の山頂に物品の奉饗を行うようになるの

は，男体山の奉賓品の変化と同一時期であり，物

品の内容がほぼ一致していることから，同一思想

によったものであると考えてよい。この時期は長

く続いた男体山への一点集中型信仰から，山地の

諸峰へ信仰が分散してゆく分散型信仰への転換の

初期に当っているように思う。主峰男体山に対す

る信仰は日光一山の山岳信仰の根幹であり，登頂

祈願がのちの男体禅頂の祖形であることは論を侯

たないが，専門修行者のみでなく一般凡俗も入山

登頂が可能になると，修行者はここから離れ，独

自の行場を開拓してゆくことになる。修行の山に

は神格が必要であり，本地仏も特定される。必然

的に山中修行の法式・儀礼が複雑化し，一山の定

形が要求され，入峰の法が定めるという経過をた

どったはずである。発生的にみるならば，日光山

地における山岳修行の形態は，のちにいう男体禅

頂が最も古く，三峰五禅頂の中では，本来太郎山

を含めていた秋の峰一五禅頂がこれに次ぐもので

あると思う。この原形は古代末・中世初頭にでき，

のちに秋季の行事に固定され，儀式臭の濃い5組

の入峰となったと考える。

三峰のうち冬峰と華供峰の両峰はこれに後続す

る時期に成立したと思うが，正確な年代は分らな

い。足尾山地を通過することで，三峰が「補陀洛

山日記」と直接かかわり合うことは先に触れた。

恐らく冬春の両峰が先行し，「日記」の撰述が後

行したものであろう。夏峰の年代的な位置づけが

残るが，これに関する史料が少なく，遺跡・遺物

もまた微々たるものなので，他の峰との対比がか

なりむつかしい。峰中の宿に掲げられていた板絵

が夏峰に限定できる資料ならば，年代のある部分

が特定でき，目安がつけやすい。板絵は正和2年

(1314)を年記の初出とし，文保・正中と鎌倉時

後期の年号が続く。’4世紀前半に集中しているこ

とになる。別当弁覚の山務執行が'3世紀前半であ

るから，約1世紀の遅れというわけで，この辺に

ひとつのめどがつけられるかもしれない。夏峰に

ついては後考を準備したい。

注

1）『万葉集』巻第11にも黒髪山があり男体山に

擬されるが，武田祐吉氏の注では奈良県佐保山

の一部とする。同氏『万葉集」下巻角川書店

昭和56年4月

2）上記の史料は諸本によって異同があるので，

本稿は益田宗氏の校訂による『日光市史』本を

底本とした。
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3）新田英治『日光市史』上巻「中世」日光市

昭和54年12月弁覚の記事は『吾妻鏡』にみえ

る。

4）中川光豊『日光市史』中巻「修験」日光市

昭和54年12月

5）「金剛山冬峰手鑑」『修験道史料集』1

名著出版昭和58年6月中川光黒同上

6）宮家準『修験道』教育社昭和53年9月

7）「華供峰副大宿手日記」『修験道史料集』1

名著出版昭和58年6月

柴田立史「日光山の入峰修行」『日光山と関

東の修験道』名著出版昭和54年7月

中 川光黒同上

8）「補陀洛山順峰入峰次第私記」『修験道史料

集』1名著出版昭和58年6月

中川光烹「修験の道」『栃木の街道』栃木

県文化協会昭和53年10月

9）「禅頂先達秘密記」『修験道史料集』1

名著出版昭和58年6月

中川光豊『日光市史』同上
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10)「大千度行法縁起」『修験道史料集』1

名著出版昭和58年6月

中川光黒同上

11）中川光黒同上

12）『日光男体山」日光二荒山神社

昭和38年11月

13)「日光山満願寺勝成院堂社建立記」

「日光市史」史料編・古代昭和61年3月

14）植田孟絹「日光山志」『日光市史』史料

巻日光市昭和61年3月

15）「両部相承略伝記」『日光市史』史料編

日光市昭和61年3月

16）益田宗『日光市史」上巻古代日光市

昭和54年12月

17）藤井葛喜太「日光山碑の一考察」

『歴史地理」73－5昭和14年5月

18）益田宗『日光市史』上巻古代日光市

史料編中

史料編中巻

昭和54年12月


